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【2004岩倉の風景●秋海棠と蟷螂】 
　８月に入って間もなく立秋である。旧盆をすぎる

と朝夕は何となく秋の気配を感じる。 

　庭の陽かげに、ピンク色の可憐な花を開き、茎の

節々が赤く染まった秋海棠を見ると心が和む。 

 

 

　一方夏から秋にかけて虫を捕らえて食べる肉食の

昆虫蟷螂は前足が草刈鎌の形で、昆虫を見つけると、

これですばやく捕らえてすぐに食べ始める。害虫を

とってくれるので、益虫である。 

 

　　　　　　　　　　　　　日本画家　　大野幹彦 

市の花／つつじ 

しゅう  かい  どう か まきり  



悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

市政の窓 �

暮らしのガイド ��

いわくら夏まつり市民盆おどり　    …３ 
岩倉市平和祈念戦没者追悼式を行います…４ 
原爆死没者・戦没者の慰霊と平和を 
祈念して黙とうをお願いします       …４ 
平和の鐘を鳴らします            　　…４ 
平和祈念事業戦争資料展　   　…４ 
普通救命講習会　　　　　　   …４ 
第４回岩倉市ジュニアオーケストラ 
定期演奏会　   　　　　　　　…５ 
第３３回市民音楽祭の出演者を募集します…５  
ストップ・ザ交通事故 
無理のない夏休みの計画を  　　…５ 
市民スペース　 
ミニステージ・市民ギャラリー情報  …５ 
灘久美子さんのキューバコラム      …６ 
指名競争入札結果　　　　　   …６ 
参議院議員通常選挙結果           …７ 

手続き ��

国民年金の高齢任意加入制度 
国民健康保険被保険者証が９月１日から 
変わります 
国民健康保険税の納付書送付 
市街化区域農地に貸家住宅を建てたとき 

催し ��

ミニミニコンサート「夏のファミリー 
コンサート」 
青空市フリーマーケット 

講座・教室 ��

高齢者福祉講座 
健康 ��

愛知県特定不妊治療費助成事業 

募集 ��

市民球技大会参加者 
岩倉市ダブルス卓球選手権大会参加者 
ＭＯＡ美術館児童作品展作品 
福祉医療制度をお知らせします 

相談・その他 ��

不用品データバンク 
平成１６年全国消費実態調査にご協力を 
愛・地球博　ここが見どころ 
高齢者交通安全推進員が高齢者世帯訪問 
養護学校体験入学 
図書館ニュース 
尾張北部聖苑斎場棟式場（葬儀場）改修 
工事完了 
教育相談 
市民相談 
社会福祉協議会相談コーナー 

裏表紙 

岩倉北小学校防災教室・マタニティーコ 
ンサート・交通安全七夕飾り寄贈 

フォトニュース 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
曽野町かいわい 

岩倉東小学校 
��

��

�

�

学校通信 

人も街も見どころいっぱい　キューバ！ 
国際交流はいま 

曽野サッカースポーツ少年団 
 

妊娠中毒症について 

スポーツ大好き！ 

�知っておきたい健康講座 

��市民のひろば・いわくらネットワーク 

広報いわくら　2004年8月1日号　No.801



いわくら夏まつり会場および周辺見取図 
自転車置場 

一宮春日井線一宮春日井線 
駐車場駐車場 

一宮春日井線 
駐車場 

N

自動車駐車場 

交通規制区域（午後６時～１０時３０分） 

交通規制区域（午後４時３０分～１０時３０分） 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

鈴井町公民館 

盆おどり会場盆おどり会場 
（第（第2駐車場）駐車場） 
盆おどり会場 
（第2駐車場） 

（第4駐車場） 

（第5駐車場） 

至一宮市 

県道浅野羽根岩倉線 

（駐輪場）（駐輪場） （駐輪場） 

（駐輪場） 

（駐輪場）（駐輪場） （駐輪場） 

（駐輪場） 

総合体育 
文化センター 

はなのき広場はなのき広場 はなのき広場 

花火会場 
（第3駐車場） 

盆おどり会場盆おどり会場 
（第（第1駐車場）駐車場） 
盆おどり会場 
（第1駐車場） 

西市バス停 

（岩倉中学校駐車場）（岩倉中学校駐車場） （岩倉中学校駐車場） 

い
わ
く
ら
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り 

●と　き  
　８月２０日（金）・２１日（土） 
　午後７時～（雨天で中止した場合の 
　予備日は２２日（日）） 
●ところ 
　総合体育文化センター駐車場 
　（図のとおり） 

　
岩
倉
市
と
岩
倉
市
商
工
会
は
、
夏
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
る
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り
を
開
催

し
ま
す
。 

 

　
今
年
も

岩
倉
音
頭

・
炭
坑
節

な
ど
お
な

じ
み
の
踊

り
の
他
に

銀
座
カ
ン

カ
ン
娘
・

が
ん
ば
れ

音
頭
な
ど

新
し
い
踊

り
も
お
楽

し
み
く
だ 

さ
い
。 

　
盆
お
ど
り
終
了
後
に
は
、
花
火
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。 

盆
お
ど
り
曲
目 

★
岩
倉
が
好
き
で
す
、
炭
坑
節
、
夢
ヤ
ッ
サ
　
ほ
か 

 

お
願
い 

　
当
日
は
、
会
場
周
辺
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
図
の
と
お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
駐
車
場
の
収
容
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
車
で
の
お
出
か
け
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
２
）
ま
た
は
、
岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６

６
―
３
４
０
０
）
ま
で
。 
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●
市
政
の
窓
●
 

　消防署では、通報を受けてから救急車が到着するまでの間、
身近にいる人が適切な応急手当ができるよう、心肺蘇生法や
止血法の講習会を行います。ぜひ、受講してください。 
　なお、講習の時間は３時間の予定です。受講された人には、
修了証をお渡しします。講習は無料です。 
●と　き　毎月９日午後１時３０分～ 
●ところ　消防署２階大会議室 
※グループの場合は、消防職員が出張して行うこともできま
す。ご相談ください。 
●申　込　随時、消防署で受け付けています（電話可）。 
●問合先　消防署（☎３７―５３３３）まで。 

　
過
去
の
戦
争
で
、
岩
倉
市
で
も
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
た
ほ
か
、
被
災
さ
れ
た
人
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
。 

　
今
日
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
と
繁
栄
は
、
多
く
の

尊
い
犠
牲
者
の
礎
の
う
え
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
に
深
く
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
岩
倉
市

を
あ
げ
て
追
悼
の
意
を
あ
ら
わ
し
、
恒
久
の
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、「
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式
」

を
催
し
ま
す
。 

　
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

参
列
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

●
と
き
　
８
月
１５
日
　
午
前
１１
時
５０
分
〜
（
１１
時

か
ら
受
付
開
始
） 

※
終
了
は
午
後
１
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

９
）
ま
で
。  

       

　
原
爆
被
爆
５９
周
年
と
終
戦
の
日
を
迎
え
、
広
島

市
、
長
崎
市
、
国
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没
者

を
慰
霊
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
式
典

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
も
、
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
々

を
慰
霊
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
職
場
や
ご
家
庭
で
敬
け
ん
な

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。 

広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式 

８
月
６
日
　
午
前
８
時
１５
分 

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典 

８
月
９
日
　
午
前
１１
時
２
分 

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本
武
道
館
） 

８
月
１５
日
　
正
午 

岩
倉
市
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
） 

８
月
１５
日
　
正
午 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

９
）
ま
で
。  

       

　
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
を
慰
霊
し
、
平
和

を
祈
念
す
る
鐘
が
、
岩
倉
市
仏
教
会
の
協
力
に
よ

り
、
市
内
各
寺
院
で
打
ち
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。 

●
と
き
　
８
月
１５
日
　
正
午 

●
と
こ
ろ
　
市
内
各
寺
院 

　
ま
た
、
證
法
寺
（
本
町
）
で
は
、
正
午
よ
り
皆

さ
ん
に
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

９
）
ま
で
。  

       

　
今
年
は
、
愛
知
県
の
「
戦
争
に
関
す
る
資
料
館

調
査
会
」
よ
り
お
借
り
し
た
戦
争
に
関
す
る
資
料

か
ら
、
当
時
の
人
々
の
生
活
を
テ
ー
マ
に
展
示
し

ま
す
。 

　
長
崎
の
原
爆
パ
ネ
ル
も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　 

７
月
３１
日

　
〜
８
月 

１５
日
　 

●
と
こ
ろ 

市
役
所
２ 

階
市
民
ギ 

ャ
ラ
リ
ー 

※
市
役
所 

は
８
日
　 

は
お
休
み
で
す
。 

●
問
合
先
　
秘
書
課
秘
書
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

１
）
ま
で
。  

  

（月） 

（日） 

（日） 

（日） 
（日） 

（日） 

（日） （金） 

（土） 

岩
倉
市
平
和
祈
念
戦
没
者 

追
悼
式
を
行
い
ま
す 

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の 

慰
霊
と
平
和
を
祈
念
し
て 

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す 

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す 

平
和
祈
念
事
業 

戦
争
資
料
展 

普通救命講習会 

い
し
ず
え 
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●
市
政
の
窓
●
 

（月） 

（日） 

（日） 

（金） （金） 

第
４
回
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会 

第
３３
回 

市
民
音
楽
祭
の
出
演
者 

を
募
集
し
ま
す 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

無
理
の
な
い
夏
休
み
の
計
画
を 

【ファミリーアンサンブルコンサート（自主企画事業）】 
●と　き　８月２９日（日）午後２時～３時３０分 
●出　演　Ｍ・ファクトリー 
●主な曲　世界に一つだけの花、イマジン　ほか 
●問合先　高木（☎３７―０６３５）まで。 
 
 
【戦争資料展】 
●と　き　７月３１日（土）～８月１５日（日） 
●問合先　秘書課秘書係（☎３８―５８０１）まで。  
【美秋会展】 
●と　き　８月１７日（火）～２９日（日） 
●問合先　伊藤（☎３７―０４１４）まで。 
【岩倉総合高校　デザイン系列作品展】 
●と　き　８月３０日（月）～９月６日（月） 
●問合先　岩倉総合高校（☎３７―４１４１）まで。 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童
コーナー、２階には市民ギャラリーやレストランなど、
市民の皆さんに利用していただけるスペースがありま
す。皆さん、ぜひ、ご利用ください。  
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、
祝日、年末および年始は休みです）ただし、レストラ
ンの営業時間は、振替休日を除く月～土曜日の午前９
時～午後６時までです。 

ミニステージ 

市民ギャラリー 

よ
し
ず
み
の
り
ひ
ろ 

　
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
第
４
回
定

期
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
　
　 

　
毎
年
少
し
ず
つ
団
員
が
入
れ
替
わ
る
な
か
、
新

た
な
曲
に
取
り
組
み
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た

成
果
を
、
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
９
月
５
日
　
開
場
…
午
後
１
時
３０
分
、

開
演
…
午
後
２
時 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
指
揮
　
吉
住
典
洋 

●
演
奏
　
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

●
曲
目
　
交
響
曲
第
５
番
ハ
短
調
「
運
命
」
／ 

Ｌ
・
Ｖ
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
セ
レ
ナ
ー
タ
／
Ｌ
・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
主
よ
、
人
の
望
み
の
喜
び
よ
／ 

Ｊ
・
Ｓ
・

バ
ッ
ハ
、

皇
帝
ワ
ル

ツ
／
Ｊ
・

シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス 

●
入
場
料 

一
般
…
１

千
円
、
高

校
生
以
下

…
５
０
０
円
（
全
自
由
席
） 

※
３
歳
以
下
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。 

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、

公
民
館
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
　
７
月
３０
日
　 

●
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。  

       

　
岩
倉
市
で
は
、
音
楽
に
親
し
む
市
民
の
皆
さ
ん

が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

今
年
度
も
市
民
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。 

　
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
出

演
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
と
き
　
１０
月
３１
日
　 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
募
集
種
別
　
邦
楽
、
洋
楽
、
民
謡
、
吹
奏
楽
、

合
唱
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど 

※
た
だ
し
、
カ
ラ
オ
ケ
は
除
き
ま
す
。 

●
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
、
ま
た
は

在
学
の
個
人
ま
た
は
、
団
体 

●
演
奏
時
間
　
１５
分
程
度 

●
申
込
期
間
　
８
月
２
日
　
〜
２７
日
　 

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
た
だ
し
、
申
込
多
数
の
場
合
は
、
出
演
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。  

       

　
夏
休
み
は
、
帰
省
な
ど
で
自
動
車
を
運
転
す
る

機
会
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
と
て
も
暑
い
時
期
な

の
で
、
う
っ
か
り
、
ぼ
ん
や
り
運
転
を
原
因
と
す

る
交
通
事

故
が
多
発

す
る
傾
向

に
な
り
ま

す
。 

　
こ
う
し

た
交
通
事

故
を
防
ぐ

に
は
、
無
理
の
な
い
運
行
計
画
を
立
て
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
出
発
時
間
や
ル
ー
ト
の
確
認
、
休
憩

場
所
も
忘
れ
ず
に
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
運
転
中
は
忘
れ
ず
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
、
子
ど
も
た
ち
に
も
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
や
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
交
通
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
休
み
に
し
ま
し
ょ

う
。 
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市
政
の
窓
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指 名 競 争 入 札 結 果  
工　　事　　名　　等 工 事 場 所 等 契　約　業　者　名 契約金額（円） 期　　間 

（６月１７日～７月１日） 

６/２２～H１７/３/１８ １６,２７５,０００ 下水道（雨水）整備計画業務 岩倉市内 日本上下水道設計㈱中部支社 
名古屋事務所 

６/２２～９/９ １,０５０,０００ 北島藤島線物件調査業務 曽野町地内 ㈱オオバ名古屋支店 

６/２２～８/３０ １,２６０,０００ 配水管布設替工事（第２期整備計画） 
設計委託業務その１ 石仏町外１地内 新晃コンサルタント㈱ 

６/２２～９/９ １,６８０,０００ 配水管布設替工事（第2期整備計画） 
設計委託業務その２ 宮前町外１地内 玉野総合コンサルタント㈱ 

７/２～１２/２０ ４０,４２５,０００ 汚水枝線管渠工事（右岸１６－３工区） 大地新町外地内 ㈱江口組 

６/２９～８/１０ ２,０１６,０００ 清掃事務所車庫改修工事 石仏町稲葉１番地 ㈱建和工務店 

６/２９～８/２７ ２,５２０,０００ 支援連絡管設置工事測量設計業務 神野町地内 ㈱拓工 

７/６～８/２４ ４,９３５,０００ 岩倉中学校理科室・廊下改修工事 西市町竹之宮２４番地 ㈱丹羽組 

７/６～９/３ １,７３２,５００ 舗装修繕工事（右岸１４－９工区外） 大地町地内外 栗本土木㈱ 

愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業 
在キューバ日本国大使館派遣員 

灘久美子さんのキューバコラム（第７回） 
なだ　く　　み　   こ 

　先月のコラムでキューバ人の貧しさについて書きましたが、

そのキューバ人の生活は本当に不便で大変なものです。貧し

さ、物資不足による不便さにあわせ、社会主義国ならではの、

何を行うにも許可をとらなければならないという諸手続の多

さも原因にあります。 

　日々不便だと感じることがたくさんありますが、特に日常

生活において大変だと感じるのは、交通の面です。電車、バ

スなどの公共交通機関が発達しておらず、ハバナ市内の移動

など、バスがあるとはいうものの、もちろん時刻表などはな

く、いつ来るか分からないバスを待つといった感じです。電

車は地方への長距離路線はありますが、市内用には走ってい

ません。 

　設備不足とあわせ、燃料不足が問題の原因なのですが、こ

の交通事情の問題を解決するため、国家は「ヒッチハイク」

を奨励するほどです。自動車を所有する人もごく一部しかい

ないので、朝夕の通勤、通学、帰宅の時間帯は多くの人がバ 

スを待つかのように、道路沿いに列をつくってヒッチハイク

をしています。ヒッチハイクを待つ人が多い場所では、「止

まれ」という看板を手にしたヒッチハイク管理員が一緒に立

っていることもあり、自動車を止め、並んでいる人々を順番

に乗せるのです。この管理員が止まるように指示したにも関

わらず、止まらない車の運転手には罰金が課せられます。ま

た、ナンバープレートの色が水色で統一されている国営企業

の自動車にも、ヒッチハイクをしている人を乗せる義務があ

ります。 

　もちろん、そのように義務づけられない場合でも、助け合

いの精神でヒッチハイクをしている人を乗せる人はたくさん

おり、そういった人々の支え合いがキューバの交通事情、し

いては社会を助けているのだと思います。その助け合いの精

神や、女性から老人までもが平気で知らない人の車に乗るこ

とができるというキューバ社会の治安の良さは、私のような

外国人から見ていると素晴らしい光景にも見えます。 

　しかし、毎朝多くの人がこうして少ないバスを利用するか、

ヒッチハイクで仕事に通うために汗だくで車を待っているこ

とを考えると、やはり大変な国だと改めて思います。こうい

った不便さは地方ではなおのことです。地方の町によっては

バスがなく、トラックの荷台に何十人もの人が乗って移動し

ている所もあります。荷台によじ登る女性、子どもの鍛えら

れたたくましさには、感心するしかありません。 
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市
政
の
窓
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■投票結果 
●愛知県選出議員選挙 

●比例代表選出議員選挙 

●比例代表選出議員選挙 

■開票結果 
●愛知県選出議員選挙 

（単位：％） 

（単位：％） 

投票区 
北第一 

男 

女 

計 

北第二 上 天神 中第一 中第二 中央 南第一 南第二 西 下 東 計 
区分 

区分 

得票数 

候　　　　　補　　　　　者 

区分 

得票数 

政　　　　　党　　　　　名 

按分による切捨て  

無 効 投 票 数  

投 票 総 数  

持ち帰り・その他  

５２.１９ 

５２.８０ 

５２.４９ 

こいど康雄 

１,２４７ 

佐々木けんじ 

５７３ 

林田好文 

１１２ 

さとう泰介 

４,９３６ 

きまた佳丈 

３,５００ 

浅野勝人 

４,７５５ 

八田ひろ子 

３,３５０ 

２７３.０１１ ４,３４２.０００ ３９７.０００ ８４７.０００ ５０.０００ ２,９１８.０００ 8,０４６.９３５ １,９４８.０５１ 

みどりの会議 自由民主党 女性党 社会民主党 維新政党・新風 公明党 民主党 日本共産党 

０.００３ 

得 票 総 数  １８,８２１.９９７ 

５１１ 

１９,３３３ 

２ 

得 票 総 数  

無 効 投 票 数  

投 票 総 数  

持ち帰り・その他  

１８,４７３ 

８５９ 

１９,３３２ 

１ 

５１.４０ 

４９.１８ 

５０.３０ 

５４.４７ 

５５.５６ 

５５.０１ 

５７.３３ 

５４.３１ 

５５.７９ 

５４.２５ 

５３.７１ 

５３.９７ 

５１.０９ 

５１.１７ 

５１.１３ 

５０.５９ 

５０.２８ 

５０.４４ 

４８.０２ 

４９.４１ 

４８.７１ 

５４.４０ 

５４.６７ 

５４.５３ 

５３.１５ 

４３.８６ 

４８.３１ 

４９.４５ 

４９.９４ 

４９.６９ 

５１.６２ 

５３.７２ 

５２.６８ 

５２.３３ 

５２.１２ 

５２.２３ 

投票区 
北第一 

男 

女 

計 

北第二 上 天神 中第一 中第二 中央 南第一 南第二 西 下 東 計 
区分 

５２.１９ 

５２.８０ 

５２.４９ 

５１.４０ 

４９.１８ 

５０.３０ 

５４.４７ 

５５.５６ 

５５.０１ 

５７.３３ 

５４.３１ 

５５.７９ 

５４.２５ 

５３.７１ 

５３.９７ 

５１.０９ 

５１.１７ 

５１.１３ 

５０.５９ 

５０.２８ 

５０.４４ 

４８.０２ 

４９.４１ 

４８.７１ 

５４.４０ 

５４.６２ 

５４.５１ 

５３.１５ 

４３.８６ 

４８.３１ 

４９.４５ 

４９.９４ 

４９.６９ 

５１.６２ 

５３.７２ 

５２.６８ 

５２.３２ 

５２.０９ 

５２.２０ 

※比例代表選出議員選挙は、同じ氏などの投票の按分のため、小数点以下を表示しています。 

※比例代表選出議員選挙の合計は、在外選挙人を含めた数値です。 

平成１６年７月１１日 
第２０回参議院議員通常選挙（岩倉市開票区） 

選挙の結果をお知らせします  
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サ
ッ
カ
ー
を
好
き
な 

　
　
　  

気
持
ち
を
大
切
に 

 

曽
野
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
曽
野
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
愛
称

Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
テ
）
。
愛
称
の
フ
ォ
ル
テ
と
は

「
強
い
」
と
い
う
意
味
で
、
心
身
と
も
に
強

く
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
て
育
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
で
活
動

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
始
め
に
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
に
な
る

よ
う
に
、
そ
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
好
き
で
い
て
く
れ

る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
に
本
当
の
ス
ポ
ー

ツ
、
本
当
の
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
た
い
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
コ
ー
チ
が
サ
ッ

カ
ー
を
愛
し
、
新
し
い
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
イ
ル

を
学
び
習
得
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
少
年
少
女
指
導
者

資
格
を
取
得
し
た
り
、
定
期
的
に
少
年
指
導

者
講
習
会
に
参
加
し
た
り
し
て
新
し
い
指
導

方
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

妊
娠
中
毒
症
に
つ
い
て 

岩
倉
市
医
師
会
　
大
野
　
泰
正 

健　康健　康 
講　座講　座 
健　康健　康 
講　座講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

 

お
お   

の
　
　
　  

や
す  

ま
さ 

た
ん
ぱ
く 

け
い
れ
ん 

  

し  

か
ん 

 

ふ   

し
ゅ 

　
妊
娠
中
毒
症
と
は
妊
娠
中
に
限
っ
て
お
き

る
原
因
不
明
な
病
気
で
、
高
血
圧
（
妊
娠
中

は
１
４
０
／
９０
以
下
が
正
常
な
の
で
す
が
、

こ
れ
よ
り
も
高
く
な
っ
て
し
ま
う
）
、
蛋
白

尿
、
浮
腫
（
む
く
み
）
の
３
つ
が
主
な
症
状

で
す
。
妊
娠
中
毒
症
は
不
思
議
な
こ
と
に
ヒ

ト
と
パ
ン
ダ
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
牛
や
犬
な

ど
の
四
足
歩
行
動
物
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
妊
娠
中
の
大
き
な
子
宮
が
そ
の
背
中
側

に
あ
る
太
い
血
管
や
、
自
律
神
経
を
圧
迫
す

る
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
妊
娠
中
毒
症
は
、
冬
に
多
く
都
会

よ
り
も
田
舎
に
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
理
由
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
原
因
が
不
明
な
た
め
特
効
薬

が
無
い
の
が
現
状
で
す
。 

　
妊
娠
中
毒
症
に
な
る
と
入
院
管
理
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
多
く
、
安
静
、
低
カ
ロ
リ
ー
、

高
蛋
白
、
低
塩
分
の
食
事
で
治
療
し
ま
す
。

胎
児
に
対
し
て
安
全
に
使
用
で
き
る
降
圧
剤

は
数
種
類
し
か
な
い
の
で
、
専
門
医
に
よ
る

厳
重
な
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
妊
娠
中

毒
症
は
悪
化
す
る
と
ひ
ど
い
高
血
圧
に
な
り
、

脳
出
血
や
痙
攣
発
作
（
子
癇
発
作
）
を
引
き

起
こ
し
、
腎
臓
の
働
き
を
阻
害
し
て
腎
不
全

に
陥
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
子
宮
内
環
境
も
悪
化
す
る
た
め
、
胎

児
も
元
気
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
に
よ
っ
て
も
さ
ら
に
悪
化
す
る
場
合
は

早
期
の
分
娩
が
必
要
と
な
り
、
妊
娠
終
了
後
、

徐
々
に
治
っ
て
い
き
ま
す
。
妊
娠
中
毒
症
が

７
〜
９
か
月
と
い
う
早
期
に
生
じ
た
場
合
は

帝
王
切
開
で
未
熟
児
を
出
産
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
り
ま
す
。 

　
そ
ん
な
や
っ
か
い
な
妊
娠
中
毒
症
の
予
防
、

早
期
発
見
の
た
め
に
、
毎
回
の
妊
婦
健
診
で

必
ず
血
圧
、
尿
蛋
白
、
浮
腫
の
有
無
に
つ
い

て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
チ
ェ

ッ
ク
が
徹
底
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
に
お
け
る

妊
娠
中
毒
症
は
激
減
し
ま
し
た
。
以
前
の
妊

娠
で
妊
娠
中
毒
症
に
な
っ
た
ヒ
ト
、
高
血
圧

や
腎
臓
病
を
も
っ
て
い
る
ヒ
ト
、
家
族
に
高

血
圧
が
い
る
場
合
は
、
妊
娠
中
毒
症
に
な
り

や
す
い
と
考
え
て
、
特
に
妊
娠
中
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
っ
か
り
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
薦
め

し
ま
す
。 

　
浮
腫
（
む
く
み
）
は
妊
婦
に
と
っ
て
決
し

て
珍
し
く
な
い
症
状
で
す
。
特
に
妊
娠
後
期

に
な
る
と
、
脚
や
手
、
顔
な
ど
に
む
く
み
が

出
や
す
く
な
り
ま
す
。
仕
事
で
立
ち
時
間
が

長
い
人
は
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。
浮

腫
そ
の
も
の
は
妊
娠
中
毒
症
と
は
言
い
ま
せ

ん
が
、
ひ
ど
く
な
る
と
妊
娠
中
毒
症
に
向
か

っ
て
い
く
危
険
が
あ
り
、
妊
娠
中
に
体
重
増

加
の
ひ
ど
い
人
も
妊
娠
中
毒
症
に
な
り
や
す

い
の
で
、
長
時
間
の
立
ち
仕
事
を
避
け
、
高

カ
ロ
リ
ー
、
高
塩
分
の
食
事
を
避
け
、
体
重

の
増
え
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
専
門
医

に
よ
る
定
期
的
な
妊
婦
健
診
は
妊
娠
中
毒
症

の
予
防
の
た
め
に
も
重
要
な
も
の
な
の
で
す
。 

No.5
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岩倉市国際交流協会 

　
た
だ
試
合
に
勝
て
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、

ま
ず
基
本
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
中
学
・
高
校
に
行
っ
て
体
力
、
ス

ピ
ー
ド
が
つ
い
た
と
き
に
、
そ
の
基
本
が
活

か
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
試
合
中
良
い
プ
レ

ー
に
は
「
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
」
、
ミ
ス
に
は
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
「
ド
ン
マ
イ
」
の
励
ま
し

の
声
、
最
後
に
相
手
チ
ー
ム
と
の
健
闘
を
た

た
え
合
う
。
そ
ん
な
活
動
を
続
け
て
今
年
で

９
年
目
。
県
大
会
２
回
出
場
。
コ
パ
犬
山
大

会
２
年
連
続
優
勝
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
が

ん
ば
り
で
、
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
テ
の
伝
統
を
作
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
が
サ
ッ
カ
ー
を
好
き
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
指
導
者
も
、

よ
り
一
層
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
に
な
っ
て
い
く

気
が
し
ま
す
。 

人
も
街
も
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
　
キ
ュ
ー
バ
！ 

（金） 

（土） 

　
私
は
、
５
月
２１
日
　
か
ら
２９
日
　
ま
で
キ

ュ
ー
バ
へ
旅
を
し
て
き
た
。 

　
キ
ュ
ー
バ
へ
は
、
名
古
屋
か
ら
バ
ン
ク
ー

バ
ー
、
ト
ロ
ン
ト
へ
と
乗
り
継
ぎ
、
一
泊
し

た
後
、
ハ
バ
ナ
へ
と
入
る
行
程
だ
っ
た
。
１７

時
間
の
フ
ラ
イ
ト
の
末
、
と
う
と
う
キ
ュ
ー

バ
に
到
着
。 

　
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
広
報
い
わ
く
ら
で
「
キ

ュ
ー
バ
コ
ラ
ム
」
を
執
筆
し
て
い
る
灘
久
美

子
さ
ん
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
待
ち
合
わ

せ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
ボ
デ
ギ
ー
タ
・
デ

ル
・
メ
デ
ィ
オ
」
は
、
「
老
人
と
海
」
で
有

名
な
作
家
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
お
気
に
入
り
の

店
で
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
直
筆
の
サ
イ
ン
が

飾
ら
れ
て
い
た
。
壁
の
至
る
と
こ
ろ
に
マ
ジ

ッ
ク
で
サ
イ
ン
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、
私

も
記
念
に
モ
リ

ゾ
ー
の
絵
を
書

い
て
思
い
出
と

し
た
。 

　
世
界
的
に
有

名
な
キ
ャ
バ
レ

ー
「
ト
ロ
ピ
カ

ー
ナ
」
は
、
ま

さ
に
異
空
間
！

映
画
の
よ
う
な

世
界
が
目
の
前
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
き
ら

び
や
か
な
衣
装
に
身
を
ま
と
っ
た
人
が
歩
き
、

建
物
内
部
は
装
飾
豊
か
な
飾
り
付
け
が
な
さ

れ
て
い
る
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
と
華
や
か

な
ダ
ン
サ
ー
の
舞
な
ど
、
次
か
ら
次
へ
と
続

く
シ
ョ
ー
に
、
驚
き
と
感
動
を
覚
え
た
。 

　
「
バ
ラ
デ
ロ
海
岸
」
は
、
カ
リ
ブ
海
を
代

表
す
る
リ
ゾ
ー
ト
・
ビ
ー
チ
と
し
て
有
名
で
、

カ
ナ
ダ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
。
ハ
バ
ナ
か
ら
車
で
走
る
こ

と
２
時
間
。
延
々
と
続
く
白
い
砂
浜
と
カ
リ

ブ
海
の
波
と
戯
れ
、
身
も
心
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
ハ
バ
ナ
市
内
に
あ
る
小
学
校
へ
の
訪
問
で

は
、
算
数
と
パ
ソ
コ
ン
の
授
業
風
景
を
視
察

し
た
後
、
休
憩
時
間
の
子
ど
も
た
ち
と
折
り

紙
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
風
船
な
ど
日
本
の
遊
び

を
紹
介
し
、
一
緒
に
な
っ
て
遊
ん
だ
。
子
ど

も
た
ち
は
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
、
と
て
も

楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
た
の
が
印
象
深
か
っ

た
。 

　
キ
ュ
ー
バ
と
い
え
ば
、
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
が
「
ラ
ム
酒
（
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
ロ
ン
」

と
い
う
）
」
。
至
る
と
こ
ろ
で
飲
む
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
度
数
が

高
い
割
に
、
飲
み
や
す
い
た
め
、
飲
み
過
ぎ

に
は
注

意
が
必

要
で
あ

る
。 

　
キ
ュ

ー
バ
滞

在
中
、

ど
こ
か

「
安
心

感
」
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
、
の
ん
び
り
と
し
た
気

持
ち
に
な
れ
た
。
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
陽
気
な
音
楽
が
流
れ
、
至

る
と
こ
ろ
で
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
国

民
性
は
非
常
に
明
る
く
、
観
光
客
に
も
気
さ

く
に
声
を
掛
け
て
く
る
。
決
し
て
裕
福
で
は

な
い
が
、
貧
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
「
心
の

豊
か
さ
」
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
た
。 

　
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
っ
た
「
変
化
の

激
し
い
キ
ュ
ー
バ
、
後
１０
年
も
す
る
と
イ
イ

意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
今
の
キ
ュ

ー
バ
を
一
見
す
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。」

と
の
言
葉
ど
お
り
、
す
ば
ら
し
い
キ
ュ
ー
バ

を
体
験
で
き
た
旅
だ
っ
た
。 （

今
枝
　
正
継
） 

い
ま 

え
だ
　
　
ま
さ
つ
ぐ 
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軟 式 野 球  

種　目 

ソフトテニス 

卓 球  

ソフトボール 

バドミントン 

バレーボール 

テ ニ ス 

サ ッ カ ー 

フ ット サ ル 

９月中旬～ 西小スポーツ広場 

野寄テニスコート 

総合体育文化センター 

中央公園 

総合体育文化センター 

総合体育文化センター 

野寄テニスコート 

一般男子 
一般女子 

一般男子年齢別 
一般女子年齢別 

一般男子 
一般女子 

男子・女子 
ダブルス 

一般男子 
一般女子 

男子・女子 
ダブルス 

石仏スポーツ広場 

総合体育文化センター 

一般男子 

一般男子 

一般男女 

と　き ところ 

９月１９日（日） 
予備日９月２６日（日） 

対　象 

1人 
３００円 

1チーム 
５，０００円 

1人 
３００円 

1チーム 
５，０００円 

1チーム 
５，０００円 

1チーム 
５，０００円 

1人 
５００円 

1チーム 
２，０００円 

1チーム（２人） 
８００円 

参加費 

１０月１７日（日） 
予備日１０月２４日（日） 

９月１９日（日） 

９月１２日（日） 

９月１９日（日） 

９月１２日（日） 

９月中旬～ 

９月２６日（日） 

８月３１日（火） 

申込期限 

９月１５日（日） 

９月１６日（木） 

８月２２日（日） 

９月１２日（日） 

８月２４日（火） 

９月３０日（木） 

８月２２日（日） 

８月２８日（土） 

  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
「
夏
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

　
ン
サ
ー
ト
」 

み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
毎
月
開
催
し
て
い

る
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
８
月

で
８
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
８

周
年
記
念
と
し
て
「
夏
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
懐
か
し
い
童
謡
の
世
界
や
夏
の
歌
、

く
る
み
割
り
人
形
の
楽
曲
を
音
と
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
表
現
し
た
、
マ
ジ

カ
ル
な
世
界
に
ご
招
待
し
ま
す
。
　

　
　
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
８
月
２２
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
テ
ィ
ア

ラ
、
酒
井
比
登
美
、
油
井
真
奈
美
、

正
高
素
子
　
ほ
か 

▼
主
な
曲
　
く
る
み
割
り
人
形
、
ど

ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
、
さ
と
う
き
び
畑
、

瑠
璃
色
の
地
球
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
青
空
市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

岩
倉
一
期
一
会
荘 

  

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
岩
倉
一
期

一
会
荘
で
は
、
青
空
市
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
、

ご
近
所
の
皆
さ
ん
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
出
店
者
の
募
集
も
し
て
い

ま
す
。
ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
品

物
や
、
手
作
り
の
小
物
な
ど
を
持
ち

寄
り
、
お
店
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

出
店
料
は
無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
８
月
２１
日
　
午
前
１０
時
３０

分
〜
正
午
（
雨
天
決
行
） 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
一
期
一
会
荘
ビ
ー

ダ
の
庭
（
北
島
町
二
本
木
７
） 

▼
出
店
申
込
期
限
　
８
月
１３
日
　 

▼
問
合
先
　
岩
倉
一
期
一
会
荘
（
☎

６
６
―
２
１
１
０
担
当
宮
　
）
　 

         

●
市
民
球
技
大
会
参
加
者 

  

　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
第
２８
回

市
民
球
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
・
種
目
等
　
表
の
と
お
り 

●
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
人
（
原
則
と
し
て
学
生
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
） 

●
試
合
方
法
　
各
競
技
種
目
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
行
い
ま
す
。 

●
そ
の
他
　
選
手
の
競
技
中
に
起
き

た
傷
害
は
応
急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、

参
加
さ
れ
る
人
は
あ
ら
か
じ
め
ス
ポ

ー
ツ
安
全
傷
害
保
険
ま
た
は
、
こ
れ

に
類
す
る
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―

２
２
２
２
）
　 

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

募集  

（金） 

（土） 

（日） 

催し  

　広報いわくら７月１５日号７頁でご案内した各地区の夏まつり・盆踊りの内容に 
誤りがありました。謹んでお詫びいたします。 
　中本町区民盆踊り'０４の予備日を「８日（日）」に訂正させていただきます。 

★お詫びと訂正★ 

さ
か 

い   

ひ  

と  

み 

ゆ
　
い
　
ま
　
な
　
み 

ま
さ
た
か
も
と  

こ 
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福祉医療制度をお知らせします 
市内在住で健康保険に加入している人を対象に表の医療費を助成しています。 
申請の方法など詳しいことは、市民窓口課保険医療係までお問い合わせください。 

制度名 

老人医療 

乳幼児医療 

障害者医療 

母子家庭等医療 

福祉給付金 

対象者 助成内容など 

昭和７年１０月１日～昭和９年９月３０日に生まれ
た人 
※老人保健法による医療受給者は除く 

一部負担金の割合が１割または２割になりますが、
７０歳以上の人は健康保険の高齢受給者証が優先さ
れます。 

医療機関で支払った一部負担金のうち自己負担限度
額までを助成 

身体障害者手帳１～３級 
　　　〃　　　４級（腎臓機能障害）  
　　　〃　　　４～６級（進行性筋萎縮症） 
知能指数が５０以下の知的障害者  
自閉症状群と診断された人  
戦傷病者  
※老人保健法による医療受給者は除く  

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第３２条
の通院治療を受けている人 

老人保健法による医療受給者、老人医療受給者で一
部負担金の支払いが困難と認められる人 

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第５条の
規定による精神障害者と診断され入院した人 
 ※アルコール依存症など病名により助成が受けられ
ない場合があります  

１８歳以下の子を扶養している母子家庭の母、父子
家庭の父 
母子（父子）家庭の母（父）に扶養されている１８
歳以下の子  
父母のいない１８歳以下の子  
※１８歳に達した日の属する年度の末日まで  
※老人保健法による医療受給者は除く  
※平成１６年８月から所得制限を設定  

小学校入学前の乳幼児 保険診療の自己負担分 
※４歳～小学校入学前は入院のみ 

（平成１６年４月より入院の助成対象を６歳未満児から小学校入学前までに拡大） 

保険診療の自己負担分 

その通院治療に係る保険診療の自己負担額 

保険診療の自己負担分 

その入院治療に係る保険診療の自己負担額の２分の１ 

  
●
岩
倉
市
ダ
ブ
ル
ス
卓
球 

　
選
手
権
大
会
参
加
者 

 

　 　
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
選
手
権
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
８
月
８
日
　
午
前
９
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
ア
リ
ー
ナ 

▼
種
目
　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
戦 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
で
高
校
生
以
上
の
人 

▼
参
加
費
　
３
０
０
円 

▼
申
込
期
限
　
８
月
５
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
） 

  

●
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
児
童
作 

　
品
展
作
品 

  

　
１０
月
１０
日
　
・
１１
日
　
（
祝
日
）
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
「
第
１２
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
岩
倉
児

童
作
品
展
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
テ
ー
マ
　
自
由﹇
書
写
、絵
画（
四

つ
切
り
画
用
紙
。
色
鉛
筆
不
可
）
﹈ 

▼
対
象
者
　
小
学
校
１
〜
６
年
生（
未

発
表
作
品
に
限
る
） 

▼
締
切
日
　
９
月
５
日 

▼
後
援
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

▼
提
出
・
問
合
先
　
安
江
（
井
上
町

東
畑
田
１
５
３
☎
６
６
―
４
４
４
８
） 

（木） 
（月） 

（日） 

（日） 
（日） 

▼
 

※母子（父子）家庭の母（父）とは 
　1　配偶者と死別して現に婚姻していない人 
　2　離婚して現に婚姻していない人 
　3　配偶者の生死が１年以上明らかでない人 
　4　配偶者から１年以上遺棄されている人 
　5　配偶者が精神または身体の障害により長期にわたって労働能力を失っているため、その扶養を受けることができない人 
　6　配偶者が法令により、１年以上拘禁されているため、その扶養を受けることができない人 
　7　婚姻によらないで母または父となり、現に婚姻していない人  

※身体障害者、知的障害者、戦傷病者やひとり暮らし、寝たきり、痴ほうと認められる住民税非課税世帯の人など 

　問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８－５８０７） 
＊入院時の食事代、差額室料などは対象になりません。 
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所得割 

税率等 医療保険分 介護保険分 

資産割 

均等割（1人） 

平等割（1世帯） 

課税限度額 

７.９/１００ 

５５/１００ 

２６，０００円 

２６，０００円 

５３０，０００円 

１/１００ 

５/１００ 

６，５００円 

６，０００円 

７０，０００円 

        

　 ●
国
民
年
金
の
高
齢
任
意 

　
加
入
制
度 

  

　
国
民
年
金
で
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
（
原
則

２５
年
）
を
満
た
し
て
い
な
い
人
や
、

年
金
額
を
増
や
し
て
満
額
に
近
づ
け

た
い
人
は
、
６０
歳
か
ら
６５
歳
に
な
る

ま
で
の
間
、
任
意
で
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
昭
和
３０
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
６５
歳
に
な
っ
て

も
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人

は
、
７０
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
不
足

期
間
を
満
た
す
ま
で
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
申
し
込
み
は
、
６０
歳
を
迎
え
た
後

に
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
申
し
込

ん
で
い
た
だ
い
た
月
か
ら
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
付
加
年

金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

▼
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
印
鑑
な
ど 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市 

民
窓
口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
―
５

８
０
７
） 

  

●
国
民
健
康
保
険
被
保
険 

　
者
証
が
９
月
１
日
か
ら 

　
変
わ
り
ま
す 

  

　
現
在
、
皆
さ
ん
が
ご
使
用
に
な
っ

て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
以
下｢

保
険
証｣

と
い
う
）
の
有
効

期
限
が
８
月
３１
日
　
で
切
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
９
月
１
日
　
か
ら
新

し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
８
月
下
旬
に
加
入
世
帯

へ
郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、

一
般
被
保
険
者
証
が
空
色
、
退
職
被

保
険
者
証
が
サ
ー
モ
ン
色
に
変
わ
り

ま
す
。 

　
新
保
険
証
に
付
い
て
い
る
受
領
証

に
押
印
の
う
え
、
切
り
取
っ
て
、
旧

保
険
証
と
と
も
に
必
ず
市
民
窓
口
課

保
険
医
療
係
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
新
し
い
保
険
証
が
届
か
な

い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療 

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
国
民
健
康
保
険
税
の
納 

　
付
書
送
付 

  

　
平
成
１６
年
度
第
５
期
か
ら
第
１２
期

分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

書
を
８
月
１６
日
　
に
発
送
し
ま
す
。 

　
今
回
発
送
す
る
納
付
書
は
、
前
年

所
得
金
額
等
を
基
礎
に
算
定
し
た
年

税
額
か
ら
す
で
に
通
知
し
ま
し
た
税

額
（
第
１
期
か
ら
第
４
期
）
を
差
し

引
い
た
額
を
第
５
期
以
降
第
１２
期
ま

で
納
期
ご
と
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
税
率
等
に
つ
い
て
は
表
の
と
お

り
で
す
。 

  

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
や
市
か

ら
の
補
助
金
と
と
も
に
国
民
健
康
保

険
を
支
え
る
重
要
な
財
源
で
す
。
皆

さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
さ
れ
た
と
き

の
医
療
費
を
は
じ
め
出
産
育
児
一
時

金
、
葬
祭
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
保
険
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
納
付
に
つ
い
て
は
、
便
利

な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
市
街
化
区
域
農
地
に
貸 

　
家
住
宅
を
建
て
た
と
き 

  

　
市
街
化
区
域
農
地
を
転
用
し
て
、

一
定
の
条
件
（
床
面
積
な
ど
）
を
満

た
す
貸
家
住
宅
を
平
成
１８
年
３
月
３１

日
ま
で
の
間
に
新
築
し
、
そ
の
敷
地

を
良
好
な
居
住
環
境
に
整
備
し
た
場

合
は
、
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。 

▼
減
額
割
合 

★
家
屋
（
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐

火
建
築
物
） 

４
階
建
以
上
…
当
初
５
年
間
は
４
分

の
３
、
そ
の
後
５
年
間
は
３
分
の
２

を
減
額 

３
階
建
…
当
初
５
年
間
の
み
３
分
の

２
を
減
額 

        

★
土
地
…
３
年
間
２
分
の
１
を
減
額

（
た
だ
し
、
平
成
１４
年
３
月
３１
日
ま

で
の
新
築
は
、
３
年
間
３
分
の
２
を

減
額
） 

▼
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係
（
☎

３
８
―
５
８
０
６
）  

         

●
高
齢
者
福
祉
講
座 

  

　
社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
そ
こ
で
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
が
地
域
で
元
気
に
い
き
い
き

暮
ら
す
た
め
に
、
地
域
で
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
　 

　
高
齢
者
福
祉
に
関
わ
る
人
や
興
味

の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
８
月
１８
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

▼
講
師
　
樋
下
田
邦
子
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

愛
知
中
央
会
生
活
部
） 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
定
員
　
５０
人 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

▼
申
込
先
　
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

３
７
―
３
１
３
５
） 

（月） 

（水） 

（火） 

（水） 

 手続き 

講座  
教室  ひ

　
げ
　
た
　
く
に 

　
こ 
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医療機関名 住　　所 電話番号 体外 
受精 

顕微 
授精 

指定内容 

０５８６-７１-１９１１ 

０５８６-７２-１２１１ 

０５６１-８２-５１０１ 

０５６１-８８-０３１１ 

０５６９-２０-５０００ 

０５６８-３５-２２０３ 

０５３３-８４-１１８０ 

０５３３-８６-１１１１ 

一宮市立市民病院 

大雄会第一病院 

公立陶生病院 

中原クリニック 

医療法人双葉会 
ふたばクリニック 

浅田レディースクリニック 

藤澤フラウエンクリニック 

豊川市民病院 

上田真レディースクリニック ０５６６-９６-５５５５ 

０５６６-９７-８５１８ 

０５６８-７６-４１３１ 

０５６２-９３-９２９４ 

０５６1-６２-３３１１ 

医療法人財団新和会 
八千代病院 

小牧市民病院 

藤田保健衛生大学病院 

愛知医科大学附属病院 

〒４９１-８５５８ 一宮市文京２-２-２２ 

〒４９１-８５５１ 一宮市羽衣１-６-１２ 

〒４８９-８６４２ 瀬戸市西追分町１６０ 

〒４８９-０９８９ 瀬戸市山手町３２７ 

〒４７５-０９７７ 半田市吉田町６-８２ 

〒４２２-０８３９ 豊川市四ツ谷町２-５３ 

〒４２２-８５６１ 豊川市光明町１-１９ 

〒４８５-００４４ 小牧市常普請１-２０ 

〒４８０-１１９５ 愛知郡長久手町岩作雁又２１ 

〒４７０-１１９２ 豊明市沓掛町楽ヶ窪１-９８ 

〒４４６-８５１０ 安城市東栄町１-１０-１３ 

〒４４６-００７１ 安城市今池町１-２-７東伸ビル２F

〒４８６-０９３１ 春日井市松新町１-３３３０ルネック５F

         

●
愛
知
県
特
定
不
妊
治
療 

　
費
助
成
事
業 

  

　
愛
知
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
１６
年
７

月
１
日
よ
り
江
南
保
健
所
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

▼
対
象
と
な
る
治
療
　
特
定
不
妊
治

療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
） 

▼
対
象
者
　
県
が
指
定
し
た
医
療
機

関
で
、
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療

法
に
よ
っ
て
は
、
妊
娠
の
見
込
み
が

な
い
か
ま
た
は
、
極
め
て
少
な
い
と

診
断
さ
れ
、
平
成
１６
年
４
月
１
日
以

降
に
治
療
を
開
始
し
た
法
律
上
の
婚

姻
を
し
て
い
る
夫
婦 

▼
助
成
額
　
１
年
度
あ
た
り
上
限
額

１０
万
円
を
支
給
（
１
夫
婦
へ
の
助
成

は
２
か
年
度
が
限
度
） 

▼
所
得
制
限
　
夫
婦
の
前
年
（
１
月

か
ら
５
月
の
申
請
は
前
々
年
）
の
所

得
の
合
計
額
が
６
５
０
万
円
未
満 

▼
申
請
方
法
　
江
南
保
健
所
に
、
次

の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
申
請
書
（
保
健
所
ま
た
は
、
愛
知

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
） 

★
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診

等
証
明
書（
指
定
医
療
機
関
で
発
行
）

※
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
戸
籍
謄
本
（
ま
た
は
外
国
人
登
録 

記
載
事
項
証
明
書
） 

★
住
民
票 

★
所
得
証
明
書
（
児
童
手
当
用
） 

※
夫
婦
各
１
通（
無
職
の
人
も
必
要
） 

▼
指
定
医
療
機
関
　
表
の
と
お
り 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
総
務
企
画

課
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

★
愛
知
県
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/jid

o
u
k
a
te
i/h
u
n
in
/jy
o
s
e
i.h
tm
l 

         

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
７
月
１
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
木
製
ロ
フ
ト
ベ
ッ
ド
、

英
語
教
材
　
　 

▼
あ
げ
ま
す
　
座
い
す
、
洋
服
（
女

児
用
）
、マ
ス
コ
ー
ト
、掃
除
機
（
ハ

ロ
ー
キ
テ
ィ
）
、
幼
児
用
室
内
滑
り

台
、
三
輪
車
、
お
ま
る 

▼
求
め
ま
す
　
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
ェ
ア

（
女
児
１
０
０
〜
１
１
０
㌢
㍍
）
、

水
着（
女
児
１
０
０
〜
１
１
０
㌢
㍍
）、

新
生
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
子

ど
も
用
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
カ

ー ▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

 

　 ●
平
成
１６
年
全
国
消
費
実 

　
態
調
査
に
ご
協
力
を 

  

　
今
年
９
月
か
ら
１１
月
ま
で
の
３
か

月
間
に
わ
た
り
、
平
成
１６
年
全
国
消

費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
は
、
近
年
の
わ
が
国
の

社
会
、
経
済
が
人
口
の
高
齢
化
、
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
増
大
、
高
度
情
報
化

等
に
よ
り
多
様
化
し
て
い
る
中
で
、

国
民
生
活
の
実
態
を
家
計
面
か
ら
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
５
年
ご
と
に

行
っ
て
い
る
全
国
的
な
調
査
で
す
。 

　
調
査
の
結
果
は
統
計
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
、
社
会
、
経
済
諸
施
策
等
の

基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。 

　
調
査
の
内
容
は
、
主
に
家
計
簿
を

記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。 

　
な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
項
は
、
統

計
を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使
用
さ

れ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

調
査
員
が
皆
様
の
お
宅
に
伺
い
ま
し

た
ら
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

相 談 
その他 

健康  
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愛・地球博　ここが見どころ 
～メダルの誕生～ 
　８月はギリシャのアテネでオリンピックが行
われます。テレビや新聞で、日本選手団の活躍
が紹介されることでしょう。一つでも多くのメ
ダルが取れるよう、頑張ってほしいものですね。 
　さて、オリンピックになくてはならない金・銀・銅のメダルは驚く
なかれ、万博で生まれたものなのです。１８５５年のパリ万博で、す
ぐれた製品にメダルを与え、その名誉をたたえたのが始まりでした。
出品された製品が、メダルを獲得すると有名になるので、競って優れ
た製品を開発するようになりました。数々のブランド製品は、メダル
をとって有名になっていったのです。 
　有名なボルドーワインの格付けは、パリ万博をきっかけに１８５５
年から行われ、シャトー・マルゴー、シャトー・ラトゥー、シャトー・
ラフィット・ロートシルト、シャトー・オー・ブリオンが一級に選ば
れ、万博でメダルを獲得しました。香水の「ゲラン」、カバンの「ル
イ・ヴィトン」、ガラス器の「バカラ」、銀器の「クリストフル」など
がメダルを取り、これらの製品の優秀さが認められ、有名ブランドと
して確立したと言われています。このメダル制度は、１８９６年の第
１回アテネオリンピックから採用され、今日に至っています。 
　問合先　愛知県国際博推進局総務課企画・広報グループ（☎０５２
－９６２－４０２７） 
ホームページアドレス　http://www.pref.aichi.jp/expo/

     

　 
 

●
高
齢
者
交
通
安
全
推
進 

　
員
が
高
齢
者
世
帯
訪
問 

  

　
愛
知
県
で
は
、
多
発
す
る
高
齢
者

の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
　

愛
知
県
交
通
安
全
協
会
に
委
託
し
て
、

高
齢
者
世
帯
訪
問
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
交

通
安
全
推
進
員
が
、
市
内
の
高
齢
者

世
帯
を
訪
問
し
て
交
通
安
全
指
導
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
訪
問
時
期
　
８
月
２
日
　
〜
１２
月

１０
日 

▼
訪
問
者
　
高
齢
者
交
通
安
全
推
進

員
は
、
訪
問
の
際
、
２
人
１
組
で
、

黄
色
の
ベ
ス
ト
・
帽
子
・
腕
章
を
着

用
し
、
身
分
証
明
書
を
提
示
し
ま
す
。 

▼
指
導
内
容
　
訪
問
先
で
は
、
高
齢

者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
交
通

安
全
指
導
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
夜

間
反
射
材
着
用
の
啓
発
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。 

※
た
だ
し
、
期
間
や
人
数
の
都
合
か

ら
、
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
世
帯
は

一
部
に
限
ら
れ
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
　
愛
知
県
交
通
安
全
協

会
交
通
安
全
部
（
☎
０
５
２
―
９
８

１
―
７
５
８
７
）
ま
た
は
、
行
政
課

交
通
防
犯
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
４
） 

  

●
養
護
学
校
体
験
入
学 

  

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年

度
に
小
・
中
・
高
等
学
校
に
入
学
予

定
で
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に
、
養
護
学

校
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
学
校
で
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。 

一
宮
東
養
護
学
校
（
一
宮
市
大
字
丹

羽
字
中
山
１
１
５
１
―
１
☎
０
５
８

６
―
５
１
―
５
３
１
１
） 

★
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に
障

害
の
あ
る
子
が
対
象 

★
体
験
入
学
日
…
９
月
１５
日
　
・
１０

月
２１
日
　 

小
牧
養
護
学
校
（
小
牧
市
大
字
久
保

一
色
１
１
２
９
―
２
☎
０
５
６
８
―

７
３
―
７
６
６
１
） 

★
手
足
の
不
自
由
な
子
が
対
象 

★
体
験
入
学
日
…
９
月
１７
日
　
・
１０

月
２０
日
　 

大
府
養
護
学
校
（
大
府
市
森
岡
町
尾

坂
田
１
―
１１
☎
０
５
６
２
―
４
８
―

５
３
１
１
） 

★
病
気
で
入
院
し
て
い
る
子
が
対
象 

★
体
験
入
学
日
…
１０
月
８
日
　
・
１１

月
１９
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
体
験
入
学
を
希

望
さ
れ
る
学
校
へ
直
接
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
体
験
入
学
以
外
の

日
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

 

（水） 

（水） （木） 

（金） 

（金） 

（金） 

（月） 

（金） 

（財） 

（財） 

 

児
童
新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

★
ミ
ミ
ズ
博
士
と
生
き
て

　
い
る
土 

 

谷
本
雄
治
　
文 

つ
だ
か
つ
み
　
絵 

              

　
ミ
ミ
ズ
は
、
枯
れ
葉
や
残
飯
な
ど

残
り
物
を
き
れ
い
に
食
べ
、
糞
を
い

っ
ぱ
い
出
し
「
生
き
て
い
る
土
」
を

つ
く
っ
て
く
れ
る
。
農
薬
も
化
学
肥

料
も
使
わ
な
い
地
球
に
や
さ
し
い
農

業
を
求
め
続
け
、
そ
の
方
法
を
発
見

し
た
「
ミ
ミ
ズ
博
士
」
中
村
好
男
の

物
語
。 

★
よ
う
か
い
オ
ジ
ジ
あ
ら
わ
れ
る 

 

山
口
み
ね
や
す
　
絵 

よ
な
は
か
ん
た
　
文 

分
類
　
絵
本 

              

　
僕
の
お
家
に
は
、
よ
う
か
い
オ
ジ

ジ
が
あ
ら
わ
れ
る
。
よ
う
か
い
オ
ジ

ジ
に
は
、
ひ
げ
じ
ょ
り
じ
ょ
り
攻
撃

と
チ
ュ
ー
攻
撃
が
あ
る
ん
だ
よ
。
酔

っ
ぱ
ら
っ
た
お
父
さ
ん
を
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
描
い
た
絵
本
。 

　
お
は
な
し
エ
ン
ジ
ェ
ル
子
ど
も
創

作
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
。 

  ★
そ
ろ
り
と
ん
ち
ば
な
し
　 

小
暮
正
夫
　
作 

お
か
べ
り
か
　
絵 

★
な
け
な
い
ち
っ
ち
ゃ
い
か
え
る 

や
ま
う
ち
か
ず
あ
き
　
絵 

エ
ク
ト
ル
・
シ
エ
ラ
　
作 

★
う
ち
の
か
ぞ
く
　 　

村
上
康
成
　
絵 

谷
口
国
博
　
文 

▼
 

や
ま  

ぐ
ち 

た
に  

も
と
　
ゆ
う    

じ 

な
か
　
む
ら
　
よ
し
　
お 

こ
　 

ぐ
れ  

ま
さ    

お 

む
ら   

か
み  

や
す   

な
り 

た
に   

ぐ
ち  

く
に   

ひ
ろ 
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●
尾
張
北
部
聖
苑
斎
場
棟 

　
式
場（
葬
儀
場
）改
修
工 

　
事
完
了 

  

　
尾
張
北
部
聖
苑
で
は
、
斎
場
棟
式

場
（
葬
儀
場
）
の
床
お
よ
び
壁
面
の

ク
ロ
ス
張
り
替
え
工
事
等
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
尾
張
北
部
聖
苑
で
は
、
引
き
続
き
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
施
設
と

し
て
施
設
改
善
等
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

▼
問
合
先
　
愛
北
広
域
事
務
組
合
尾

張
北
部
聖
苑
（
☎
０
５
６
８
―
６
２

―
４
１
４
４
） 

 

　 
 

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
８
月
９
日
　
・
２３
日
　
午

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口

１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他

　
電
話
で

の
相
談
も

受
け
付
け

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、

予
約
さ
れ

た
人
が
優

先
と
な
り

ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

（月） 

（月） 

市 民 相 談   
市民相談室（☎３８－５８２２） 

 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていま
すので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただ
きます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　８月１日(日)午後１時～３時 
■税務相談 
　８月５日（木）午後１時～４時 
■女性悩みごと相談 
　８月６日（金）午後１時～３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　８月１０日（火）午後１時～４時 
　８月２５日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時か
ら、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話
可）。 
■登記相談 
　８月１１日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　８月１２日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　８月１３日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　８月１３日（金）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
　８月２０日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■年金相談 
　８月２３日（月）午前１０時～午後３時 

●心の相談電話 ☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でく
よくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊かなボラ
ンティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけくださ
い。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休日
を除く） 

▼
 

▼
 

 

　
社
会
福
祉
協
議
会 

　
相
談
コ
ー
ナ
ー 

☎
３
７
―
３
１
３
５ 

 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
２
階
相
談
室
で
、

次
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

心
配
ご
と
相
談 

　
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い

て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
１

時
〜
３
時 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み

た
い
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も

ら
い
た
い
人
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時 

※
毎
週
木
曜
日
（
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
）
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
際
に
行
っ

て
い
る
人
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。 

み  　な  　       な     や      む     な 
く
　  

ぼ   

ま
こ
と 
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本
町
の
杉
本
博
明
・
万
里
さ
ん
の
長
男

一
眞
く
ん
（
３
歳
）
と
次
男
稜
晟
く
ん 

（
１
歳
）
。 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
好
奇
心
お
う
盛
。
外
遊
び
が
大
好
き
で
、

幼
稚
園
か
ら
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
「
散
歩

！
」
と
せ
が
む
一
眞
。
ト
コ
ト
コ
と
歩
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
物
に
興
味
を
示
し
て
、

目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
る
稜
晟
。
二
人

の
笑
い
顔
・
笑
い
声
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
パ
ワ
ー
で
家
族
み
ん
な
と
て
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
の
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
明
る
く
元
気
に
毎
日
が
送
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

す
ぎ
も
と
ひ
ろ
あ
き
　        

ま    

り 

稜
晟 

く
ん 

一
眞 

く
ん 

か
ず   

ま 

り
ょ
う
せ
い 

（右） （左） 

　
上
の
写
真
は
、
今
の
岩
倉
市
商
工
会
の
南
側
に

あ
っ
た
旧
岩
倉
郵
便
局
２
階
か
ら
小
牧
線
を
中
心

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
３９
年
ご
ろ
の
岩
倉

の
市
街
地
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。 

　
当
時
の
岩
倉
駅
は
、
現
在
も
存
続
し
て
い
る
犬

山
線
の
ほ
か
に
、
小
牧
、
東
一
宮
へ
の
支
線
が
走

り
、
中
心
駅
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
鉄
道
の
経
営
合
理
化

に
よ
り
支
線
の
バ
ス
化
が
決
定
さ
れ
、
小
牧
線
は

昭
和
３９
年
４
月
に
、
東
一
宮
線
は
昭
和
４０
年
４
月

に
バ
ス
に
替
わ
り
ま
し
た
。 

　
写
真
右
側
に
は
旧
市
役
所
の
望
楼
と
神
明
大
一

社
の
境
内
が
写
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
市
庁
舎
、

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
高
層
の
建
築
物
が
立
ち
並
び
、

風
景
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

は
、
線
路
の
引
か
れ
て
い
た
場
所
を
通
る
道
路
の

緩
や
か
な
カ
ー
ブ
が
当
時
の
岩
倉
の
町
の
面
影
を

し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。 

名 古 屋 鉄 道 小 牧 線  

（写真提供　村瀬正治さん） 
むら  せ   せい  じ 

▲今はない小牧線 

▲現在の街並み 
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液状化のしくみ 

レンガ 

砂 

レンガ 

沈下沈下 沈下 
⇩
レンガ 

沈下 
⇩

レンガ 

砂が水を含んだ状態砂が水を含んだ状態 砂が水を含んだ状態 

葉
月 

く
ん 

  

は
　
つ
き 

　
中
本
町
の
横
山
博
・
直
美
さ
ん
の
長
男

葉
月
く
ん
（
１
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
ベ
ラ
ン
ダ
プ
ー
ル
に
お
座
り
し
て
お
と

な
し
く
水
浴
び
し
て
い
た
昨
年
と
違
い
、

手
先
が
少
し
器
用
に
な
っ
て
洗
濯
物
を
水

鉄
砲
で
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
打
ち
抜
く
ガ
ン
マ

ン
、
ハ
ツ
キ
！
　
２
度
目
の
夏
を
迎
え
ま

し
た
。
　  

　
岩
倉
に
越
し
て
き
て
３
年
、
こ
の
子
が

生
ま
れ
て
か
ら
は
ま
す
ま
す
周
囲
の
方
々

の
優
し
さ
に
ふ
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

葉
月
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

人
に
育
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。  

よ
こ
や
ま
ひ
ろ
し
　  

な
お   

み 

みや　  た　　　　  さと　  こ 

●あいち防災リーダー　　宮田　智子 
液状化現象とは… 

　「液状化」現象とは、地盤が一時的に液体のように

軟らかくなる現象です。私たちの住む濃尾平野のように、

砂分を多く含む土質で発生しやすいといわれています。

液状化が起きると、建物が大きく傾いたり、破壊され

たりすることがあります。 

岩倉の現状は？ 

　私たちの住む岩倉が大きな被害を受けた地震に、「濃

尾大地震」があります。明治２４年１０月２８日早朝

に発生したこの地震は、わが国の内陸部で起こった最

大規模の地震で、マグニチュード８．４、家屋の倒壊は

なんと９５％強といわれています。液状化現象につい

ても、いくつかの発生がみられたようです。例えば… 

・井戸水が１尺（約３０センチ）以上も吹き上がった。 

・井戸から泥水が噴出して消火に使用できなかった。 

・堤防筋に建てられた家屋は、地盤と共にくずれなが

ら沈んでいった。 

・川がはんらんして水浸しになった。 

・地震前までは、足の節まで入った土地がどうしたわ

けか地震後は入らなくなった。水はけが良くなった…

　などなど 

油断をしないで！ 

　「地震が起きる！」といわれてずいぶん時間が過ぎま

した。私たちの心の中に油断ができてはいないでしょうか？

決して油断をしてはいけません。東海地震は、２０３５

年の前後１０年の間には起きる可能性大。２１世紀前半

には、３つの地震（東海地震、南海地震、東南海地震）

が一緒に起きる可能性もあるといわれています。「まだ

まだ先のこと」と考えないでいただきたいのです。いつ

何が起きても良いように心の準備だけはしておきたいも

のです。 
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▲親子で仲良く植えました 

▲ＰＴＡ花壇（校庭西南角の 
花びら型花壇）アヒルさんや 
くまさん（ＰＴＡ手作り）が 
花壇を見守っています。 

▲ＦＢＣ審査用花壇（西 
門北横の花壇）人の姿を 
背景に手と手が握手して 
います 

▼学年花壇（南校舎前の 
花壇）「アサガオさんの 
ために草むしり」 

▲「真心こめて育てた苗を！！」 

　
「
き
れ
い
に
な
っ
た
な
あ
」
こ
れ
は
、
７
月
３
日
、

岩
倉
団
地
内
の
花
壇
に
、
サ
ル
ビ
ア
や
ア
ゲ
ラ
タ
ム

な
ど
の
花
の
苗
３
千
株
を
植
栽
し
た
後
の
子
ど
も
た

ち
の
つ
ぶ
や
き
で
す
。 

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
へ
の
取
り
組
み 

　
昭
和
４１
年
の
開
校
以
来
、
花
の
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
Ｆ
Ｂ
Ｃ
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
毎
年
参
加
し
て
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
き
ま
し
た
。
児
童
数
が
３
０

０
人
を
下
回
っ
た
今
年
も
、
春
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
、
「
地
域
花
壇
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
校
が
、
地
域
の
岩
倉
団
地
と
連
携
し
て

花
壇
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
評
価
さ
れ
、

受
賞
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

学
校
内
花
壇 

　
本
校
に
は
、
次
の
よ
う
な
花
壇
が
あ
り
ま
す
。 

   

　 
            

花
苗
育
成 

　
苗
の
育
成
は
、
花
壇
の
耕
作
か
ら
始
ま
り
、
苗
用

ポ
ッ
ト
作
り
、
ポ
ッ
ト
へ
の
鉢
上
げ
、
花
壇
へ
の
定

植
、
花
壇
の
除
草
・
追
肥
ま
で
、
２
７
７
人
の
子
ど

も
た
ち
が
、
学
年
ご
と
に
で
き
る
こ
と
を
分
担
し
て

作
業
し
て
い
ま
す
。
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や

地
域
の
人
の
協
力
も
得
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
６
千
株
も
の
苗
の
世
話
は
、
と
て
も
大
変
で
す
。 

地
域
花
壇
へ
の
植
栽 

　
７
月
３
日
　
、
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ

ん
の
児
童
・
保
護
者
・
教
職
員
が
、
団
地
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花
の
苗
３
千
株
を

植
栽
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
朝
か

ら
大
変
暑
い
日
で

し
た
が
、
簡
単
な

説
明
の
後
、
地
区

を
分
割
し
て
苗
を

植
え
ま
し
た
。
１

時
間
ほ
ど
か
か
り

ま
し
た
が
、
花
壇

は
、
見
違
え
る
よ

う
に
明
る
く
な
り

ま
し
た
。 

　
ぼ
く
は
、
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
棟
の

花
壇
に
花
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。
最
初
は
、

お
母
さ
ん
と
二
人
だ

け
だ
っ
た
の
で
、
つ

ら
か
っ
た
け
れ
ど
、

途
中
か
ら
先
生
た
ち

が
応
援
に
き
て
く
れ

た
の
で
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
ぼ
く
は
、
全
部
で
５０
株
ぐ
ら
い
植
え
ま
し

た
。
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
く
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
年
男
子
） 

 

　
私
は
、
自
分
た
ち
の
団
地
な
の
で
、
花
を
植
え
て

き
れ
い
に
し
よ
う
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
み
ん
な

で
植
え
た
の
で
、
２０
株
ぐ
ら
い
し
か
植
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
き
れ
い
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

疲
れ
た
け
れ
ど
、
き
れ
い
に
咲
い
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
年
女
子
） 

 

　
は
じ
め
、
一
つ
の
花
壇
を
み
ん
な
で
分
担
し
て
植

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人
手
の
足
り
な
い
花
壇
の
苗

植
え
を
応
援
し
ま
し
た
。
大
変
暑
い
日
だ
っ
た
の
で
、

ち
ょ
っ
と
疲
れ

ま
し
た
。
し
か

し
、
友
だ
ち
と

一
緒
に
で
き
た

の
で
、
楽
し
く

植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

花
を
植
え
た
ら

き
れ
い
に
な
っ

た
の
で
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

（
６
年
男
子
） 

（土） 

▲「きれいに咲いてね！」 

岩倉東小学校 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　７月１日、西部保育園の園児１２人が江南警察署を訪

れ、子どもたちの交通安全の願いを書いた短冊で飾られ

た七夕飾りを江南警察署に贈りました。これは７月１０

日から始まる夏の交通安全県民運動を前に、子どもたち

や保護者の交通安全意識を高めるために毎年実施してい

ます。 

　警察官の制服を身に付けた園児たちは、「絶対に飛び

出しません」と声をそろえて宣誓し、交通安全を約束し

ました。 

　７月２日、保健センターでマタニティーコンサー

トを開催し、４０人の親子連れや妊婦の皆さんが訪

れました。 

　このコンサートは、妊婦の皆さんへのヒーリング

と、日ごろ乳幼児連れで演奏会に出かけられないお

母さんに生の音楽を聴いてもらおうと、毎年開催し

ているものです。 

　今回は、セントラル愛知交響楽団による弦楽四重

奏。弦楽器の奏でる優しい音色にお母さんたちはも

ちろん、小さな子どもたちも静かに耳を傾けていま

した。 

 

　６月２８日と２９日、岩倉北小学校で６年生を対象

に防災教室が開かれました。 

　この教室では、あいち防災リーダーの清水敬明さん

から阪神淡路大震災の被害の様子や、なぜ今地震が心

配されるのか、地震に備えてどんなことに気をつけれ

ばよいかなどのお話を聞きました。 

　非常用持ち出し袋にどんな物が入っているのかを実

際に見たり、クイズやグループでの発表をしたり、楽

しみながら災害への備えを学ぶことができました。 

　清水さんは、「死んでしまったらどうにもならない。

まず、自分の命を守ること」と教えていました。 

まず自分の命を守ること 
～岩倉北小学校防災教室～ 

弦楽で心をいやす　  
～マタニティーコンサート～ 

交通ルールを守ります 

　　　  ～交通安全七夕飾り寄贈～ 

し みずひろ あき 
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いわくらし

ちき
ゅうにやさしい

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 
朝市/東町 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　曽野町に智重神社のほこらがあり、地元の人は親しみを込めて「お

ちじゅうさま」と呼んでいます。この神社は、以前、郷東の道角に

あったそうですが、現在は、神明社の社殿西側に移されています。 

　おちじゅうさまにまつられている神様は、おできに効き目がある

といわれ、ペニシリンが発見されるまで大勢の参詣者があったそう

です。 

　おちじゅうさまには次のような伝承が残されています。 

　かつて境内は、子どもたちの遊び場となっていましたが、いたず

らを見た大人が、子どもたちを入れなくしてしまったそうです。し

ばらくして病気がはやり、たくさんの人が寝込んでしまったとき、

村人の夢に神様が現れ「わしは子どもが好きで楽しく暮らしてきた。

もとどおり子どもが遊べるようにすれば病の人を助けてやろう」と

告げました。早速もとに戻したところ、皆の病気が治ったというこ

とです。 

　子ども好きの神様「おちじゅうさま」は、今も地元の人に大切に

されています。 

～曽野町かいわい～ 
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はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町  
古紙と古着の日/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★乳幼児健康相談 
★母親教室第１回 
★ツベルクリン 

★離乳食教室　★１歳6か月児健康診査  
分別収集/八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

★判定・ＢＣＧ 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
夕市/ＪＡ岩倉支店 

※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（長谷川義夫　長谷川外科） 

★日本脳炎 
 

　休日急病診療（向井　研　岩倉耳鼻咽喉科） 
朝市/東町 

★3歳児健康診査　  
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

朝市/岩倉団地  
野菜の広場/岩倉駅地下道 
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●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，318人（＋20人） 
            男性/24，099人（＋16人） 
            女性/24，219人（＋  4人） 
          世帯数/19,260世帯（＋20世帯） 
                （7月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

ち じゅう 


